
１　事業の概要

２　今後の事業の方向性
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・生活衛生関係営業者の衛生管理意識の向上や施設衛生水準の維持向上を推進し、利用者の健康被害の発生防止等を図る。
・生活衛生関係営業の経営健全化等を通じた衛生水準の維持向上や営業振興を推進し、利用者の利益擁護を図る。
・公衆浴場(銭湯）の設備改善を促進し、公衆衛生の向上及び銭湯利用者の利用機会確保を図る。
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健康福祉部 課・室

【現状】

・法令に基づき、生活衛生関係営業の許可取得者等に対する監視指導等を継続的に実施している。
・生活衛生関係営業者は経営基盤の弱い中小零細事業者が多く、経営状況の悪化、高齢化や後継者不足等の深刻な問題を抱えてい
る。
・公衆浴場(銭湯）は物価統制令適用の下、利用者減や施設設備老朽化等厳しい経営環境にある。

【目指す姿】

総　合　５　か　年　計　画（　し　あ　わ　せ　信　州　創　造　プ　ラ　ン　2.0　）

８つの
重点目標

②県民の豊かさ全国トップレベルを維持

～ E-mail shokusei@pref.nagano.lg.jp

食品・生活衛生課

実施期間
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4-4 生命・生活リスクの軽減

【実施内容】

生活衛生関係営業者への監視指導、(公財)長野県生活衛生営業指導センターへの指導、人件費及び事業費の助成、公衆浴場設備改
修への助成　　など
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生活衛生関係営業は、経営状況や後継者不足等の課題を抱えてお
り、経営安定化を通じた衛生水準の維持・向上や営業振興に引き続
き取り組む必要がある。

引き続き、（公財）長野県生活衛生営業指導センターによる生活衛
生関係営業者及び生活衛生同業組合への相談指導の充実・強化
や経営健全化等の取組を推進し、衛生水準の維持・向上並びに利
用者の利益擁護を図る。

主な取組

①生活衛生関係営業の許可取得者等への監視指導
生活衛生関係営業（興行場、旅館、理容所、美容所、クリーニング所、公衆浴場）の許可取得者等に対して、例えば、旅館や公衆浴場に
おけるレジオネラ症の発生防止のために浴槽水の衛生管理等について継続的かつ計画的に監視指導を行い、営業者が衛生管理に関す
る正しい知識と管理方法を習得し、衛生管理を徹底することによって、利用者の健康被害の発生防止等を図っている。

②（公財）長野県生活衛生営業指導センターが行う経営指導等に要する経費への助成
生活衛生関係営業者（飲食業、旅館、理・美容業等）に対する経営知識・ノウハウの向上のために経営管理等の相談指導や生活に必要
不可欠な生衛業者の後継者の育成支援等の各種事業を行っている（公財）長野県生活衛生営業指導センターの人件費及び事業費に対
して補助を行っている。

③公衆浴場の経営維持のための補助金交付による支援
公衆浴場の経営維持に当たり、特に大きな負担となっている経年劣化等によるボイラーや配管等の基幹設備の修繕等経費に対する費用
の一部を補助している。

1.監視指導を通じた生活衛生関係営業者の衛生管理意識の向上と日常的な衛生維持管理の成果を示す指標であるため

2.生活衛生関係営業の振興に係る後継者育成の取組成果を示す指標であるため

3.公衆浴場（銭湯）の経営安定化を示す指標であるため

達成状況
の分析

1.監視指導により、生活衛生関係営業施設の衛生管理が徹底された結果、健康被害の発生件数は0件であった。

2.後継者育成出前講座は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、縮小等をせざるを得ず、参加者数が減少した。

3.公衆浴場の経営を維持するために必要な設備改修費用の一部助成等を行ったものの、新型コロナウイルス感染拡大の影響による
   利用者減等により２施設が廃止となった。
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1
経営指導員、事務職員の人
件費等への補助

事業番号 細事業一覧 （令和３年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

事　業　名 課・室 食品・生活衛生課

No. 細事業を構成する主な取組  実施方法 令和３年度　実施内容（実績）

1

細事業
No.

2

直接1
保健所環境衛生監視員によ
る監視指導

生活衛生関係営業監視指導計画に基づく生活衛生関係営業施設に対する監視の
実施
【監視件数：2,231件】

事業費（経営管理等への相
談指導及び後継者育成支援
事業等）への補助

No. 細事業を構成する主な取組  実施方法 令和３年度　実施内容（実績）

生活衛生営業施設等の監視指導の際に必要な実務的知識を習得させるため、保健
所担当者を対象とした環境衛生監視員実務研修会の開催
【令和３年度実績：12/13(月）　参加人数　26人（直接参加１２人　Ｗｅｂ参加1４人）　】

直接

2

細事業
No.

細事業名
R1年度
決算

R2年度
決算

R3年度
決算

生活衛生営業経営指導事業
20,062 20,117 20,855

千円 千円 千円

2 環境衛生監視員実務研修会

細事業名
R1年度
決算

R2年度
決算

R3年度
決算

公衆浴場設備改善事業3

補助金

4,648 3,613 3,377

千円

1

細事業
No.

 実施方法 令和３年度　実施内容（実績）

公衆浴場設備等改善事業補
助金

補助金

No. 細事業を構成する主な取組

一般公衆浴場（銭湯）の基幹設備等の改修に要する費用への補助【12件】
（平均入浴人員が150人未満の営業者に対する市町村補助額の1/2以内）

経営指導員による巡回指導の費用、中小企業診断士、税理士、弁護士等への相談
指導の報酬、学校等への出前講座等の事業費に補助
補助先：（公財）長野県生活衛生営業指導センター

補助金

経営補助員及び事務職員の人件費等に対する補助
補助先：（公財）長野県生活衛生営業指導センター

千円 千円

細事業名

生活衛生営業施設監視指導事業

生活衛生対策事業 部局 健康福祉部

R1年度
決算

R2年度
決算

R3年度
決算

2,122 946 1,328

千円千円千円


